
コミュニケーション・スキルを高めましょう

　人間関係は必ずコミュニケーションの伝え

手と受け手で成り立ちます。人権を尊重する

ためには、その前提に互いの考え方について

どれだけの情報交換ができ、意見交換が深め

られるかがポイントとなります。

　コミュニケーション・スキルとは、必要な時

に必要な場で、自分自身の感情や考えを適切

に表現するとともに相手の意見を受け取め、

互いを正しく理解し合う技能のことです。

● アサーティブネスのすすめ
 　人々の自己表現には、3種類のパターンがあるとい 

 われています。第１は「不十分な自己表現」、第2は「攻 

 撃的な自己表現」、第3は「アサーティブネス（非攻撃的自 

 己主張）」と呼ばれる自己表現です。不十分な自己表現 

 とは考えていることや気持ちを表現できないことで、 

 攻撃的な自己表現とは自分の言い分だけを通して相手 

 に押しつけてしまうことです。アサーティブネスとは、 

 その中間で、自分の意見や考え、気持ちを素直にその 

 場にふさわしい方法で伝える自己表現・自己主張のこ 

 とです。同時に、相手が同じように表現することを待 

 つ態度を伴います。

● 論理的思考の大切さ
 　「論理的」とは、相手が理解できるように筋道を立て 

 て分かりやすく表現することです。私たちは日常的に、 

 他人に何かを説明したり報告したり自分の意見を述べ 

 たりしています。その際に、論理的に話をすれば、お 

 互いの考えや気持ちが理解しやすくなります。

● 挨拶に一言添えましょう。
 　挨拶はコミュニケーションの基本です。挨拶を行うことで人 
 と会話のきっかけができます。さらに、おはよう、こんにちは 
 などに一言（いいお天気ですね、お体の具合はいかがですかな 
 ど）を添えることでコミュニケーションが豊かになります。
● 相手の目を見て話しましょう。
 　相手に誤解を与えず、気持ちをしっかり伝えるために大切です。
● ポイントを押さえて話しましょう。
 　いつ（when）、どこで（where）、誰が（who）、何を（what）、 
 なぜ（why）、どのように（how）の5W1Hに気をつけながら話 
 しましょう。
● 人の話をよく聴きましょう。
 　相手の言葉に対して自分の意見を返すためには、相手の気持 
 ちを尊重し、相手の話をよく聴かなければなりません。話を聴
　くときにうなずいたり、相槌を打ったりすることを意識してみ
　ましょう。

まずは、身近なところからトレーニング

やってみよう

●家族の言葉で傷ついたとき
●親しい友人の誤った行動を注意するとき

　状況を設定し、ロールプレイ（役割劇→P98参照）
を行います。さまざまな状況を想定して、相手を怒ら
せないように自分の主張を話してみましょう。自分の
感情に気づくとともに、自分の思いを上手に伝える方
法を学びます。

やってみよう

課題例

● 家で飼うとしたら、犬と猫とではどちらを 
 選びますか？
● 住むとしたら、一戸建てとマンションとで 
 はどちらを選びますか？

● 好きか、嫌いかという感覚的、感情的な答 
 えだけでなく、自分が選択した答えについ 
 て客観的で論理的な根拠をあげる練習をし 
 ます。
● 理由はひとつに限らず、いくつも考え、順 
 に説明しましょう。

選ぶ理由を言い、自分の考えを話しましょう。

やってみよう

課題例

ポイント
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　近年、人権への関心が高まり、新聞には人権に関連するさまざま

な記事が掲載されています。関連のある情報を切り抜いて、テーマ

毎に分類・整理し、スクラップしておくと学習資料として大いに活

用できます。各紙によって論点や扱いの大きさが異なることもある

ので、できるだけ多くの情報を集めることが大切です。論説や読者

欄の興味深い記事をもとに意見交換を行うことも、そのテーマを深

めることに効果的です。

　また、インターネットの検索サイトを利用して、学習テーマに沿

った情報を検索し、活用することも試してみましょう。

（インターネット上の情報には、根拠が不明なものも多く含まれて

います。情報を活用する場合は、信頼できる情報源であるかどうか

をよく確認しましょう。）

　人権啓発冊子や啓発DVD等の活用はもちろんのこと、さまざまな人権をテーマとする話題になった書籍（絵本や

コミックも含む）や映画を教材として活用することは、参加者の興味を引きます。

　また、文学作品や映画等を題材にし、その作品が生まれた社会的背景などと共に学ぶことは、さまざまな人権課題

の本質を理解するために役立ちます。

　日頃から多くの作品に触れることを呼びかけましょう。それらの作品を通じて当事者がおかれた立場を理解するこ

とや著者の思いに共感することは、人権感覚を磨くことに大いに役立ちます。

　ワークショップとは、講師から知識や情報を受け取るだけでなく、

参加者の一人ひとりが学習に主体的に参加し、意見交換したり調べた

り発表したり体験したりすることなどを通して、こころと頭と身体で

学んでいく学習方法をいいます。

　ゲーム的な要素を取り入れ、和やかな雰囲気の中で進められるため、

気づいたことを自由に出し合うことができます。多角的な考えにふれ

ることで生まれる「気づき」や「学び合い」、異なるものの見方で自

分自身を見つめ直す「ふりかえり」を大切にし、豊かな人間関係を育

む力や積極的に課題解決に向けて行動していく力などが育まれます。

　家庭や学校、地域、職場などさまざまな場所で人権学習を進めることはとても大切なことです。研修の方法にはさ
まざまな学習手法がありますが、人権について楽しく学ぶためにはどのような工夫が必要なのでしょうか。

ファシリテーター（進行役）
　ワークショップは、ファシリテータ
ーと呼ばれる進行役によって進められ
ます。ファシリテーターは、プログラ
ムづくりなどの事前準備からワークシ
ョップの実践、さらに学習を振り返り
具体的な取組を参加者全員の目標とし
て掲げ、行動につなげるという役割も
担っています。

本や映画等を活用した研修

参加体験型学習（ワークショップ）の手法と活用方法

新聞記事やインターネット情報を活用した学習

人権感覚を育てる
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　ワークショップには、さまざまな手法があります。それらを組み合わせることによって、
討議する、調べる、分析する、体験するなどの活動を行います。主な手法を紹介します。

　学習を始める前の参加者の氷のように固い緊張感をほぐすという意味で、
参加者が主体的に学習する雰囲気をつくり出すことができます。簡単なゲー
ムや自己紹介など、参加者同士のコミュニケーションが円滑になるような活

動が中心に行われています。

　学習テーマについて、参加者からより多くの考えやアイデアを引き出す方
法です。この学習では、参加者は人の考えについて批判や批評をしてはいけ
ません。出来るだけたくさんのアイデアを出し合います。

　ブレーンストーミングによって出された考えやアイディア、収集したデー
タや情報をカード化して、共通すると思われるテーマごとに分類し、整理す
る手法です。分類毎に見出しをつけたり、矢印でそれぞれの関係を表したりし
て、学習テーマの問題点や解決方法をみんなで整理することができます。

　学習内容に応じた場面設定をし、その中で参加者が演技者（例えばいじめ
にあっている子ども、その親、教師、いじめている子どもなど）と観察者（演
技をみて評価する人）をそれぞれ分担します。現実の問題を模擬的に演じる
ことにより、自分のこころを自由に表現したり、お互いの立場や状況を深く
知ることができます。

　フィールドワークとは、学習テーマに基づいて参加者が現地に出かけて行
き、調査や聞き取りを行うことにより、参加者の問題意識や主体的な参加を
引き出すことができる手法です。この手法は、学習計画をしっかり立てると
ともに、事前学習を十分に行うことが大切です。また、フィールドワークの
結果は、後に発表し合ったり意見交換することで確認し合います。

　例えば障害者問題を学ぶため車椅子に乗ったり、
アイマスク体験をしたりする学習方法で、学習のテ
ーマにそって参加者がより現実に近い状況のなかで
模擬的・疑似的に体験しながらわかりやすく学ぶこ
とができます。ただし、始める前に活動の説明を行
い、安全を十分に確保しながら、目的意識をもって
参加できるようにすることが大切です。

アイスブレーキング

ブレーンストーミング
（発想法）

K　J　法
（分類法）

ロールプレイ
（役割劇）

フィールドワーク
（現地研修）

模擬体験・疑似体験

● テ　ー　マ　「しきたり、生活改善」
● ね　ら　い　我が家〈自分〉からできる生活改善について考える。
● 準　備　物　事前アンケート結果、大きめの紙、マジック、A4の紙

学 習 例

事前アンケート（例）
「日常生活の中で不合理や矛盾、根拠のない風習・慣習などと感じたことについてご記入ください。」
　① 不合理や矛盾と感じたこと。
　② 根拠のない風習・慣習と感じたこと。
　③ その他日常生活で当たり前に思われているが、おかしいのではないか、と感じること。

　しが生涯学習スクエアでは、人権啓発用のビデオ等を無料
で貸し出しています。地域、学校、職場などでご活用くださ
い。ホームページからも予約できます。

● 問い合わせ／しが生涯学習スクエア

　TEL 077-528-4652　FAX 077-528-4962
　ホームページ／http://www.nionet . jp/
　（滋賀県学習情報提供システ

（滋賀県教育委員会事務局生涯学習課）

ム 「におねっと」）

【解説編】  人権学習の進め方

② ブレーンストーミング

 ①、②、③については時間の関係で①だけにしてもよい。
（②、③については次回にまわすなどする）
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